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FRT要件見直しの進め方について
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2１．FRT要件見直しの必要性

◼ 2050年カーボンニュートラルに向け、再エネ導入拡大によりインバータ電源導入量が増加していく中、系
統に並列する同期電源の相対的な減少により、慣性、短絡容量が減少していくことが懸念されている。

◼ 調整力及び需給バランス 評価等に関する委員会（以降、調整力等委）では、2050年を想定した電
源線ルート事故時において、急峻な電圧変動の影響により現行のFRT要件ではインバータ電源の運転
継続が困難となり、インバータ電源の解列により大幅な周波数低下が発生し、負荷制限を行ってもなおエ
リア間の連系分離に至る可能性が示されている。

（出典）第104回調整力及び需給バランス 評価等に関する委員会
(2024年12月27日) 資料1

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_104_01.pdf
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_104_01.pdf


3１．FRT要件見直しの必要性

◼ 調整力等委の中でその対策として以下の2案を比較検討し、対策①については対策コストが相当程度大
きくなる懸念があること、また、対策②はインバータ電源の運転停止による周波数低下を防ぎ、周波数低
下による負荷制限を基本的に発生させなくする根本的な対応となりえることから、対策②を基本的な対策
の方向性とすることが整理された。

対策①：系統側対策（同期電源の追加運転等）により、系統事故時の電圧・周波数変動を抑制
対策②：機器側対策（インバータ電源のFRT要件見直し）により、電圧・周波数変動時の運転停止を防止

（出典）第104回調整力及び需給バランス 評価等に関する委員会
(2024年12月27日) 資料1

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_104_01.pdf
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_104_01.pdf


4２．FRT要件見直しの方向性

◼ 調整力等委では周波数ステップ要素、周波数変化率要素、電圧位相耐量について、事故中および事
故除去直後に生じる瞬間的な擾乱に対して運転継続できるよう見直しを行う方向性が示されている。

◼ 具体的なFRT要件の見直し案は今後の調整力等委の中で報告されることとなっており、それに基づきグリッ
ドコード検討会で要件化に向けた検討を進めていくことで整理された。

（出典）第104回調整力及び需給バランス 評価等に関する委員会(2024年12月27日) 資料1

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_104_01.pdf


5３．FRT要件見直しに伴う配電関係の課題（１/２）

◼ 系統故障等による単独系統形成時の単独運転を防止するために、高低圧連系のインバータ電源の多く
が単独運転検出機能（受動的方式・能動的方式それぞれ1方式以上）を設置している。

➢ 受動的方式は、「電圧位相跳躍検出方式」、「周波数変化率検出方式」が多く採用されており、単
独運転移行時の電圧位相や周波数の急変を検出している。

➢ 低圧連系の発電設備は、高低圧混触事故を能動的方式で高速に検出する必要があるため、現在、
ほぼ全てのインバータ電源でステップ注入付周波数フィードバック方式（新型能動的方式）を採用
している。

◼ FRT要件の見直しは、事故中および事故除去直後に生じる瞬間的な周波数変化や位相変化に対して
運転継続可能とする方向性となっており、単独運転検出機能との整合性についての確認が必要となる。

受動的方式の整定値例

方式名
検出
基準

検出
時限

保持
期限

電圧位相跳躍検出
位相変化：
±3~±10度

0.5秒
以内

5~10秒

周波数変化率検出
周波数変化：
±0.1~±0.3%

0.5秒
以内

5~10秒

3次高調波
電圧歪急増検出

3次高調波変化：
+1~+3%

0.5秒
以内

5~10秒

能動的方式の整定値例

方式名
周波数

フィードバックゲイン

無効電力
注入量
上下限値

検出
要素

解列
時限

ステップ注入付
周波数フィード
バック方式

周波数変化が
0.01Hz以上，
又は-0.01Hz以
下の場合：
0.25p.u./0.3H
z~0.25p.u./0.
9Hz

±0.25
p.u.

周波数
変動

瞬時
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（出典）第9回電気保安制度WG（2022年1月17日） 資料４ （出典）電気設備の技術基準の解釈（第17条第2項から抜粋）

◼ 受動的方式では電圧位相や周波数の急変を検出して単独運転検出するのに対し、上位系統の事故中
および事故除去直後に生じる瞬間的な擾乱があっても運転継続する方向でFRT要件を見直す場合、高
低圧系統における故障での単独運転時の検出ができなくなるおそれがある。

◼ 低圧系は、高低圧混触事故時において、電気設備の技術基準の解釈‐第17条第2項に規定される時
限（1秒以下もしくは2秒以下）以内に解列する必要があり、低圧インバータ電源単体としては変電所の
遮断器が遮断後瞬時に単独運転検出・停止が必要となる。上位系統の事故中および事故除去後の瞬
間的な擾乱において運転継続とする場合、能動的方式においても瞬時の単独運転検出・停止ができず、
電気設備の技術基準の解釈を満たせなくなるおそれがある。

３．FRT要件見直しに伴う配電関係の課題（２/２）

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/hoan_shohi/denryoku_anzen/hoan_seido/pdf/009_04_00.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/law/files/dengikaishaku.pdf


7４．今後の進め方

◼ FRT要件の見直しにあたり、高低圧系では単独運転防止対策との整合や高低圧混触事故時の瞬時解
列との整合などの課題があり、対応に相当の時間を要することが見えてきた。

◼ 一方、特高系では、PCSでの単独運転検出機能が必要とされていないことから、上記の課題はないと考
えられる。

◼ このため、高低圧系と比較して影響の少ない特高系から、FRT要件見直しの要件化に向けた検討を先
行して進めていくこととしてはどうか。

◼ ただし、特高系においても、瞬間的な擾乱に対して運転継続するとした場合には、電圧位相の急変による
過電流などの懸念がある。調整力等委から出されるFRT要件の見直し案をもとに、機器保護の観点も確
認しながら、次回グリッドコード検討会での具体的な要件化内容の提示に向けて検討を進めていく。

◼ 高低圧系の課題については、対応策を関係者と引き続き検討を進め、改めて対応案や方針について整理
のうえ、ご議論させていただきたい。その中で、電気設備の技術基準の解釈との整合性にも課題があるため、
調整力等委とも連携し、必要によりFRT要件を見直さない場合の系統への影響なども考慮に入れながら
検討を進めていきたい。


